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4章 項目チェックをする 
すべての様式にデータを入力した後や支部報告書を印刷する前に、入

力エラーがないかチェックすることができます。この機能を“項目

チェック機能”といいます。 

この章では、項目チェックによるエラーの通知方法とその対処方法に

ついて説明します。 

4.1 項目チェックとは ........................................................ 4-2 

4.2 項目チェックをする ..................................................... 4-6 
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4.1 項目チェックとは 

使途等報告書作成ソフトでは、各項目にデータを入力するたびに、各項目単位で入力

データの属性、入力桁数、年月日形式などをチェックし、入力データが規則から外れ

ている場合、そのつどエラーメッセージを表示し、利用者に規則にのっとったデータ

入力を促しています。 

項目チェックは、この項目単位のチェックとは別に、同じ様式内の項目間でデータの

整合性がとれているかどうか、かつ異なる様式間で整合性がとれているかどうかを

チェックする機能です。 

 

項目チェックでは、主に以下の内容がチェックされます。 
 

 入力必須項目が入力されているか 

 同一様式内の整合性がとれているか 

 他の様式との整合性がとれているか 
 

以下のタイミングで項目チェックができます。 
 

 ［メニュー］画面の［項目チェック］ボタンをクリックしたとき 

 XMLデータを作成するとき（［メニュー］画面の［XMLデータ作成］ボタンをク

リックしたとき） 

 使途等報告書を印刷するとき（［メニュー］画面の［使途等報告書印刷］ボタンを

クリックしたとき） 
 

項目チェックでエラーが発見されると、使途等報告書作成ソフトは利用者に以下の方

法でエラーの発生を通知するとともにエラー箇所を表示します。 
 



 

 

使途等報告書作成ソフト（支部用・単独使用）操作マニュアル 

4 章 項目チェックをする 

 

4-3 

（1） エラーの通知 

いずれかの様式にエラーがあると、以下のエラーメッセージが表示されます。 

 

また［メニュー］画面では、エラーのある様式の［エラー有無］チェックボッ

クスにチェックマークが付されます。 
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（2） エラー箇所の表示 

エラーのある様式を開くと、エラー箇所の入力項目がピンク色で表示されます。 

 
 

 

また、エラー箇所のセル上にカーソルを移動すると、下図のようなエラーメッセー

ジおよび対処方法が表示されます。 

 

エラーがある入力項目 
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（3） 項目チェック時のワーニングについて 

項目チェックでエラーが見つからず、［第 8 号様式（その 4）］入力画面の「金

額」欄の値（「政党交付金（支部政党交付金）充当額」欄と「政党基金（支部基

金）」欄との合計金額）が支出基準額（5 万円）未満の場合には、エラーメッセー

ジの代わりに以下のメッセージが表示され、項目チェックは完了します。 
 

 
 

また、［メニュー］画面では、ワーニングのある様式名のセルの背景色がオレン

ジ色で表示されます。 

 

ワーニングのある様式を開き、ワーニング箇所のセル上にカーソルを移動する

と、以下のワーニングメッセージおよび対処方法が表示されます。入力内容を

確認のうえ、必要に応じて修正してください。 

 
ワーニングメッセージ ワーニング箇所 

（支出基準額未満） 
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4.2 項目チェックをする 

ここでは、項目チェックの操作手順と、エラーがあった場合の対処方法について説明

します。 

XMLデータ作成時の項目チェックについては、以下の章を参照してください。 

『5章 支部報告書データを出力する』 

 

1 ［メニュー］画面の下端にある［項目チェック］ボタンをクリックします。 

 

エラーがある場合、確認メッセージが表示されます。 

2 ［はい（Y）］ボタンをクリックすると、エラーが発生した箇所へ自動的に移動

します。 

 

エラーの見つかった様式には、［メニュー］画面の［エラー有無］にチェックマー

クが付されます。 

操作手順 



 

 

使途等報告書作成ソフト（支部用・単独使用）操作マニュアル 

4 章 項目チェックをする 

 

4-7 

3 確認メッセージの［いいえ（N）］ボタンをクリックした場合は、［エラー有無］

にチェックマークが付されている様式（例：「第 8 号様式（その 2）」）の報告書

名称（例：「収支の総括表・政党交付金（支部政党交付金）の内訳」）をクリッ

クします。 

チェックマーク
が付される。

 

［作成有無］にチェックマークが付されていない様式は、その様式にデータが入力さ

れていない、または入力されているが項目チェックエラーがあることを示しています。 

必要な項目に正しいデータが入力されている様式については、［エラー有無］のチェッ

クマークが消えます。 
 

指定した報告書の入力画面が表示されます。 

4 ピンク色で表示されている入力項目に正しいデータを入力し、［メニューに戻

る］ボタンをクリックします。 

 「政党交付金（支部政党交付金）支出充当額総額④」もピンク色で表示されています

が、この欄には値が自動転記されるため、入力の必要はありません。 

 

［メニュー］画面が表示されます。 

補足 

補足 
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5 再度［項目チェック］ボタンをクリックします。 

 

項目チェックの結果、手順 4 で入力した様式にエラーがない場合、［メニュー］

画面の［エラー有無］のチェックマークが消えるとともに、［作成有無］にチェッ

クマークが付されます。 

 

エラーがある場合、手順 2 と同じ確認メッセージが表示されます。 

すべての様式にわたってエラーがない場合、項目チェックの完了メッセージが

表示されます（手順 7 へ進んでください）。 

6 ［はい（Y）］ボタンをクリックします。 

 

エラーが発生した箇所へ自動的に移動します。 

すべてのエラーについて、［エラー有無］にチェックマークがなくなるまで手順

3～5 を繰り返してください。 

 エラーが複数ある場合は、エラーが発生した先頭の箇所へ自動的に移動します。 

7 ［OK］ボタンをクリックし、項目チェックを終了します。 

 

補足 
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